文明論的に見た近代システム「以後」の教育と21世紀の大学 by 濱田 英作
文明論的に見た近代システム「以後」の教育と 21 世紀の大学 
文明論的に見た近代システム「以後」の教育と 21 世紀の大学 
 
A Civilizational Discourse on the “Post” Modern Education 
and Universities in the 21ST Century 
 
濱 田 英 作 
Hamada Eisaku 
 
The compulsory education system is collapsing in Japan today. It is inevitable, 
however, because the idea of science and democracy on which the modern education is 
based is on the fringe of danger. 
Consequently the education will be back to the basic one that teaches common sense 
and skills, whence the 21ST century university must be cultural one that attends to 
the basic cultural heritage. 
The education at such a university will be equipped by dialogues and discussions 
like that of ancient Greece, which was taken at the Stoa in the Agora of Polis. 
In addition, I argue that 21ST century world universities will be divided in two 
categories : a small number of summit schools educating high academic territories and 
the global standard, per contra, the other schools inclusive of the main body of 











































































































































































































































































































































































































































































埼玉女子短期大学研究紀要 第 11号 2000.03 
であって、頂点大学は、そうした人材が世界から集うことを、むしろ大歓迎するだろう。
いうなれば、各国プロパーのトップ養成は不要なのであり、たとえばそこに日本古典など
をも含む、最高度の人文主義教育などは、すべてこうした頂点大学において教授されるこ
とになるだろう。 
一方で、巨大なアッセンブリー・メーカーである自動車会社の周辺に無数の下請企業が
集積されているように、こうした少数頂点大学の周辺、あるいは下部には、また多数の大
学が集まり、頂点大学を下支えする役割を担うだろう。そして、大部分の日本の大学は、
設置基準の大綱化以来、資格取得の重視、インターン・シップの導入、即戦力養成用のカ
リキュラム作成など、その方向に、すでにわれ勝ちにシフトしはじめているように思われ
るのである。 
 
 
注 
 
1 カール・グスタフ・ユング『ユングの文明論』（松代洋一編訳、思索社、1979）所収、「現在と未来」
中、「自己認識」、230頁。 
2 これに関しては、ユング、前掲書所収、「現在と未来」中、「現代社会における個人の危機」、157～
158頁および 160～161頁が、大きな示唆を与えてくれる。 
3 ユング、前掲書所収、「現在と未来」中、「個人の自己理解」、187頁。 
4 ユング、前掲書所収、「現在と未来」中、「個人の自己理解」、187頁。 
5 こうした視点に関しては、オギュスタン・ベルク『日本の風景・西欧の景観─そして造景の時代』（篠
田勝英訳、講談社現代新書、1990）中、特に第三章、第七章を見よ。 
6 ヒトラー、ワイマール共和国、ナチズムに関して、ここでは山口定『ヒトラーの抬頭─ワイマール・
デモクラシーの悲劇』（朝日文庫、1991）を挙げておく。 
7 1988年夏、イギリス、ヘイスティングス近傍の小集落バトルにての筆者の実見。なおバトルは、1066
年ヘイスティングスの戦いの古戦場である。 
8 氏の主張が手際よくまとめられた著書に、『東京発の広告、13の忘れもの』（誠文堂新光社、1986）
がある。 
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